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書字はいつ獲得するのか？



書字に必要な能力とは
4歳児では半分以上、5歳児ではほとんどの子供が、ひらがなを書けるようになっています。

姿勢保持機能 上肢機能 高次脳機能
前傾座位 物品操作

書字はいつからできるのか？

５歳児以上の脳機能



書字に必要な座位とは？

前傾座位



書字に必要な能力とは
4歳児では半分以上、5歳児ではほとんどの子供が、ひらがなを書けるようになっています。

姿勢保持機能 上肢機能 高次脳機能
前傾座位 物品操作

書字はいつからできるのか？

５歳児以上の脳機能



書字に必要な上肢機能
ペンの保持 ペンの設置 書字 移動



ペンの保持に必要な動き

環指・小指

母指・示指・中指 ①ペンの操作

②書字の安定性

母指・示指・中指

環指・小指

３点つまみ



ペンの保持に必要な動き

中指の内転

母指の対立

＜ペンの保持＞ ＜筆圧＞

示指MPの屈曲

①ペンの操作

ペンを落としてしまう人の問題点 筆圧の低い人の問題点



ペンの保持に必要な動き
②書字の安定性

①環指・小指の屈曲＋小指球

②母指・示指・中指 ①書字の安定性
環指・小指の屈曲＋小指球での安定性獲得

②３指との分離
書字動作をする際にも、環指・小指が動かないこと

書字の安定しない人の問題点



ペンの設置に必要な動き
＜書字の準備（書き出す場所）＞ ＜ペンの設置＞

①前腕の回外 ②前腕の回内



書字に必要な動き
＜書字の基本の動き＞

①手関節 
尺屈

②手関節 
橈屈



書字に必要な動き
＜書字の基本の動き＞

③手指の伸展

④手指の屈曲



手指の屈伸
＜通常：把持＞＜手指の伸展＞ ＜手指の屈曲＞

PIP伸展

IP伸展

PIP屈曲

IP屈曲



書字に必要な動き
＜書字の基本の動き＞

①手関節 
尺屈

②手関節 
橈屈

③手指の伸展

④手指の屈曲



書字に必要な動き

①手関節 
尺屈

②手関節 
橈屈

③手指の伸展

④手指の屈曲



書字に必要な動き
①手指の伸展

②手指の屈曲

③手関節 
橈屈

④手指の屈曲

⑤手関節 
尺屈

⑥手指の伸展

⑦手指の屈曲



書字部位の移動

作業療法士士作業療法

書字する場所を移動する必要がある



書字部位の移動

作業療法士
肩関節の外転・外旋肩関節の内転・内旋



書字に必要な上肢機能
ペンの保持 ペンの設置 書字 移動

・ペンの保持 
母指対立と中指の内転 

・筆圧 
示指MPの屈曲 

・書字の安定性 
環指小指の屈曲＋小指球 
３指との分離

・書字の準備 
前腕の回外 

・ペンの設置 
前腕の回内 橈屈 尺屈

手指伸展

手指屈曲

内旋 
内転

肩関節

外旋 
外転



書字に必要な能力とは
4歳児では半分以上、5歳児ではほとんどの子供が、ひらがなを書けるようになっています。

姿勢保持機能 上肢機能 高次脳機能
前傾座位 物品操作

書字はいつからできるのか？

５歳児以上の脳機能



高次脳機能
4歳児では半分以上、5歳児ではほとんどの子供が、ひらがなを書けるようになっています。
書字はいつからできるのか？

５歳児：論理的な思考や判断、推測といった分野が伸びる傾向にあり、図形やその位置、色、話の内容などを　　
理解しつつ記憶できるようになる。 そのため、今までよりも少し複雑な指示やお願いも実行できる

書字に関わる脳は？



角回とは？
頭頂葉は異なる感覚モダリティーから感覚情報の統合を行っており、 

特に視覚情報を処理するのに長けている

角回は体性感覚野に近いため 
視覚の情報処理に長けている

右角回 
自己身体の周りの空間を認識する

左角回 
物体に対する情報を単語や数字に変換

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9F%E8%A6%9A


角回の障害

身体の図
物体に対する情報を 
単語や数字に変換

自己身体の周りの 
空間を認識する

右角回：自己身体の周りの空間を認識する
左角回：物体に対する情報を単語や数字に変換

右 左

半側空間無視
腹背側経路（視覚情報） 

対象の色や形の情報を意識にのぼる形で処理し、 
対象の存在を意識することに関わる

失書・失算



書字のアプローチ

①手関節 
尺屈

②手関節 
橈屈


